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協
同
を
否
定
の

　
　

農
業
改
革
論

　

国
民
的
合
意
が
な
い
ま
ま
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
大

筋
合
意
な
ど
の
農
業
者
不
安
を
払
拭
し
、

将
来
に
希
望
の
持
て
る
農
業
政
策
づ
く
り

が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
組
織

や
事
業
を
め
ぐ
る
動
き
で
は
、
今
年
４
月

か
ら
施
行
と
な
っ
た
農
協
改
革
関
連
法
案

に
お
け
る
准
組
合
員
制
度
の
あ
り
方
や
監

査
の
仕
組
み
な
ど
、

事
業
の
根
幹
と
な

る
重
要
事
項
が
今

後
の
検
討
事
項
と

し
て
残
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
自
己
改
革
を
掲
げ

実
践
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
現
政

権
が
農
業
の
成
長
産
業
化
を
政
策
の
柱
と

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
農
業
・
農
協
改
革

に
関
連
し
た
多
岐
な
論
調
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
。
自
由
な
論
議
を
否
定
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
農
業
者
の
協
同
を
否

定
し
、
成
長
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
」
と

し
て
い
る
点
が
気
に
な
り
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
農
業
者
と
し
て
き
ち
ん
と
食

料
自
給
を
つ
か
さ
ど
る
農
業
の
役
割
、
多

面
的
な
機
能
に
つ
い
て
主
張
し
、
理
解
と

合
意
を
得
る
運
動
も
必
要
で
す
。
ま
た
、
地

域
農
業
づ
く
り
に
組
合
員

の
皆
さ
ん
と
共
同
歩
調
で

進
む
「
Ｊ
Ａ
事
業
」
が
し
っ

か
り
と
ス
タ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。

　

４
月
に
行
わ
れ
た
総
代
会
で
は
、
向
こ

う
一
年
の
事
業
の
進
路
を
決
め
る
事
業
計

画
・
運
営
方
針
が
確
認
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

す
が
、「
急
変
す
る
Ｊ
Ａ
環
境
」
に
対
す
る

当
Ｊ
Ａ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
一
歩
踏

み
込
ん
で
紹
介
し
ま
す
。

農
業
所
得
ア
ッ
プ

　

親
し
ま
れ
る
Ｊ
Ａ
事
業

　

平
成
30
年
を
目
標
年
と
す
る
農
業
振
興
計

画
も
折
り
返
し
地
点
に
差
し
掛
か
り
、
28
年

農
と
暮
ら
し
を
守
る
Ｊ
Ａ
事
業

度
は
多
彩
な
メ
ニ
ュ
ー
で
事
業
が
進
め
ら

れ
ま
す
。
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
と
連
動
す
る

取
り
組
み
と
し
て
、「
北
海
道
５
５
０
万
人

と
共
に
創
る
力
強
い
農
業
と
豊
か
な
魅
力

あ
る
農
村
」
を
基
本
に
、
農
業
者
の
所
得

20
％
増
大
に
向
け
、
効
果
的
な
対
策
で
ゴ
ー

ル
を
め
ざ
す
も
の
で
す
。

　

個
別
に
は
各
部
の
事
業
方
針
（
次
頁
）

に
従
っ
て
細
か
な
取
り
組
み
を
進
め
て
参

り
ま
す
が
、
生
産
資
材
の
低
コ
ス
ト
供
給

や
儲
か
る
農
業
の
実
現
に
向
け
、
継
続
し

て
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
を
追
求
し
、
併
せ
て

美
瑛
産
農
畜
産
物
の
新
た
な
付
加
価
値
づ

く
り
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　
「
親
し
ま
れ
る
Ｊ
Ａ
事
業
」
の
ひ
と
つ
と

し
て
利
用
し
や
す
い
生
活
店
舗
づ
く
り
を

進
め
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
暮
ら
し
の
支
援

策
の
手
立
て
と
し
て
、「
移
動
購
買
車
」
の

導
入
を
ホ
ク
レ
ン
シ
ョ
ッ
プ
と
タ
イ
ア
ッ

プ
し
て
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

東
京
23
区
と
ほ
ぼ
同
面
積
の
美
瑛
町
は
、

丘
陵
地
特
有
の
生
活
環
境
に
あ
っ
て
買
い

物
に
は
特
に
不
便
さ
を
強
い
ら
れ
、
冬
場

は
市
街
地
で
暮
ら
す
組
合
員
の
皆
さ
ん
も

お
ら
れ
ま
す
が
、
買
い
物
に
来
る
の
に
ひ

と
苦
労
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
の
地
区
に
移

動
購
買
車
を
走
ら
せ
、
こ
れ
ま
で
と
ひ
と

味
違
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

クローズアップ
Close-up

　

穀
類
施
設
増
強

　
　

待
機
時
間
を
短
縮

　
　
　

　

美
瑛
町
の
振
興
作
物
の
ひ
と
つ
と
し
て

の
「
ト
マ
ト
」
で
あ
り
ま
す
が
新
た
に
雇

用
創
設
を
目
的
に
「
企
業
融
合
型
ト
マ
ト

拠
点
栽
培
創
成
事
業
」
を
進
め
面
積
の
拡

大
と
連
動
し
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

美
瑛
町
の
主
力
作
物
の
ひ
と
つ
の
「
小

麦
で
あ
り
ま
す
が
28
年
度
販
売
取
扱
数
で

25
万
俵
余
り
を
見
込
む
と
こ
ろ
で
あ
り
、

迅
速
な
受
け
入
れ
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

穀
類
施
設
の
更
新
と
修
理
に
は
３
ヵ
年

計
画
で
対
応
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
小
麦
は
出
荷
時
期
に
お
け
る
「
待

機
時
間
」
の
解
消
が
先
決
の
事
項
で
あ
り
、

28
年
度
は
穀
類
施
設
内
３
番
ホ
ッ
パ
ー
の

改
修
、
乾
燥
機
の
更
新
（
２
台
）
サ
ン
プ

ル
検
査
機
の
更
新
、
連
絡
通
路
の
改
修
な

ど
で
総
額
２
億
９
千
９
百
万
円
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
な
お
、
施
設
改
修
に
際
し
不

可
避
な
問
題
が
利
用
料
の
上
昇
で
す
が
、

そ
の
軽
減
策
の
ひ
と
つ
と
な
る
組
合
員
皆

さ
ん
の
利
用
料
金
に
対
す
る
「
町
の
直
接

支
援
」
も
特
筆
さ
れ
る
内
容
で
す
。
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購　買　部
　流通・物流面も含め、資材全般の安
定供給と品質確保を前提に、取りまと
め購買による事業量結集によって安価
供給を実現しながら、各調達コストの
低減・適正な在庫管理・多様化するニー
ズへの迅速な対応を通じてさらなるコ
スト低減を図る。

ＪＡ事業と
28年度
事業方針

監　査　室
　組合の業務全般におけるリスクが多
様化・複雑化する中で、JA の社会的
信用を確保し、経営の健全性確保のた
め、内部管理態勢の適正化・有効性を
検証するとともに、コンプライアンス
意識の醸成と不祥事未然防止の観点か
ら、日常的な事務処理等の正確性を精
査し、問題点改善のために提言する。
また、監査体制については、その独立
性を堅持しながら、各種監査との連携
を深め、効率的かつ有効な監査の実現
に努める。

総　務　部
　時代に即した経営管理を行うため、
ＪＡ改革の趣旨に準拠し、組合員ニー
ズを的確に捉え、組合員所得の向上と
総合事業を行う協同のメリットを最大
限発揮するための新たな事業運営体制
を構築し、組合への結集強化をめざす。
また、組織基盤である人づくりに向け
た育成強化と財務基盤の充実、広報機
能の強化により、地域における組合の
社会的信頼を継続的に確保する。

金　融　部
　組合員・利用者の皆さまから信頼さ
れ利用される金融機関として、より一
層の安全性と利便性の向上に努める。
また関係機関及び関係部署との連携に
より相談機能の強化を図り、組合員・
利用者の営農と生活のメインバンクと
して「地域に密着したＪＡバンク」を
めざす。

共　済　部
　組合員・利用者宅への訪問活動を通
して繋がりを深め、顧客ニーズに対応
した保障の提供と共に地域で暮らす
方々が健康で安心して暮らせるための
地域貢献活動の取り組みを推進する。

営　農　部
　ＴＰＰ交渉を含む農業政策の動向を
適確に捉え、所得確保を最重点とした
農業経営確立に向け、営販一貫体制の
もと営農指導の充実と、部会活動を通
じた品位向上に向けた取り組みを進め
る。また、町及び農業振興機構との連
携により各種振興策の展開を図る。

販　売　部
　ＴＰＰや農協改革法案の成立など、
農業・ＪＡを取巻く環境は大きな転換
期にあることから、農政を熟考し実需
ニーズに沿った作付生産誘導と美瑛産
農産物のブランドカを活かした販売展
開を推進し、組合員所得向上をめざす。
また、ＪＡグループ北海道が進める「農
業所得 20％増大」を図るため、実需・
消費者に直結した直接販売体制の整備
と、流通にあたっては、マーケティン
グ手法を用いた広報・商品企画・契約
販売など多元的に取り組み、これまで
のノウハウを生かしたＪＡ独自の体制
づくりをめざす。

畜　産　部
　ＴＰＰ対策への各種対応と各生産者
の経営基盤の多様化により、今年度よ
り一層の所得確保を最重点とした畜産
経営確立に向けた取り組みを充実させ
るべく、畜産部として新たにスタート
する。畜産クラスター事業等を活用し
た「生産体制・生産環境の整備」を図り、

「良質で安全・安心」な畜産物生産を
強化し、美瑛ブランドの構築による付
加価値を高めた販売展開を図る。

施　設　部
　農業・農協環境が激変する中、環境
変化に即応し、美瑛産農産物ブランド
のさらなる地位の向上を図るため、農
業関連施設の運営・管理の現場から、
良質生産された農産物の品質管理・選
別・保管を徹底し、実需・消費者に求
められる産地としての確立をめざす。

　

穀
類
施
設
増
強

　
　

待
機
時
間
を
短
縮

　
　
　

　

美
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町
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作
物
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。
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。
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。
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　今回の研修では、萌育実生産
組合の皆様にとてもお世話にな
りました。椎茸を収穫するまで
の一連の流れを体験する中で、
生産する側にならないとわから
ないことも多くあり、改めて組
合員さんの大変さを感じること
ができました。この研修の経験
を活かし、少しでも組合員の方
の役に立てるよう、今後の業務
に努めたいと思います。

　５日間の研修で、氷山の一角
に過ぎませんが、力仕事の多さ
や天候に左右されて計画通りに
作業ができない農業の大変さと、
自分が関わった作物の成長を見
る楽しさを実感することができ
ました。この研修を経て、組合
員さんのために仕事をしたいと
より一層強く思いました。萌育
実生産組合の皆様、５日間本当
にお世話になりました。

　私は今回、丘の里ヘルシー
ファームで５日間の農業実習を
させていただきました。実習内
容は、電牧設置、トマトの脇芽
取りやハウスでの作業でした。
特に電牧の作業は１日がかりで
行われ、広大な土地をずっと歩
いていたのでとても大変でした。
今回の経験を通して、改めて農
作業の大変さを実感することが
できました。

　５日間という短い間でしたが
萌育実生産組合で農業のお手伝
いをさせていただきました。作
業は椎茸の収穫などお店に売り
出されるまでの過程を間近で体
験することができました。農業
実習を通して組合員さんと関わ
ることができ、とても貴重な５
日間でした。今後も組合員さん
との関わりを大切にしていきた
いと感じました。

　萌育実生産組合の皆様方、お
忙しい中５日間、大変お世話に
なりました。組合員さんのお仕
事を体験させていただき、汗水
流した貴重な経験は、今後の業
務に活かして行きたいと思って
おります。お仕事等で今後とも、
お世話になると思いますので、
よろしくお願い致します。あり
がとうございました。

　丘の里ヘルシーファームの農
業実習では、電牧の設置、じゃ
がいもの植付け、トマトの脇芽
摘み等をさせていただきました。
機械にも乗せていただき、初め
ての経験ばかりでとても貴重な
体験ができました。最後に、お
忙しい中、温かく迎えて下さっ
た丘の里ヘルシーファームの皆
さんには大変お世話になりまし
た。ありがとうございました。

　萌育実生産組合で５日間、農
業実習をさせていただきました。
初めてすることや聞くことがた
くさんありとても大変でしたが、
その分色々な経験ができて楽し
さもあり、本当にあっという間
に終わってしまいました。お忙
しい中、実習をさせていただき
本当にありがとうございました。
短い間でしたが、大変お世話に
なりました。

新規採用職員農業実習

体験を糧に

御指導ありがとうございました。

総務部付　
美瑛アグリサポート㈱出向

渡
わた

邊
なべ

　ともみ

金融部貯金課

渡
わた

邊
なべ

　星
せ

怜
れ

奈
な

金融部貯金課

高
たか

橋
はし

　りりあ

共済部共済課　

安
やす

原
はら

　朋
とも

希
き

営農部営農支援課

大
おお

谷
たに

　菜
な

月
つき

金融部融資課

蠣
かき

崎
ざき

　なつみ

販売部販売一課

西
にし

舘
だて

　優
ゆ

菜
な

NEW FACE

NEW FACE

NEW FACE

NEW FACE

NEW FACE

NEW FACE

NEW FACE
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　今回の農業実習で、丘
の里ヘルシーファームの
皆さまに６日間様々なこ
とを教えていただきまし
た。短い間ではありまし
たが、農家の方々が丹精
を込めて農作物を作って
いらっしゃることを身を
もって知ることができま
した。この経験を忘れず、
北海道農業の発展に寄与
できるよう精進して参り
ます。ありがとうござい
ました。

　丘の里ヘルシーファームで 5
日間の農業実習をさせていただ
きました。電気牧柵の設置、ト
マトの脇芽とりなどを行いまし
たが、どちらも作物にキズをつ
けないための大切な作業で、ひ
とつひとつに責任を感じました。
最後に、お忙しい中、私たちを
温かく迎えてくださった丘の里
ヘルシーファームの皆さまに深
く感謝申し上げます。

　丘の里ヘルシーファームで５
日間農業実習をさせて頂きまし
た。実習では電牧の補修、トマ
ト作業、種芋を植える作業など
様々なことをさせて頂きまし
た。どの作業も一日では終わら
ず、改めて組合員さんの努力と
大変さを感じることができま
した。最後になりますが、私達
実習生を温かく迎えてくださり、
ありがとうございました。

　萌育実生産組合にて５日間の
農業実習をさせて頂き、「組合員
さんと会話することの大切さ」
を学びました。実習中、組合員
さんと会話することで品目に
ついてや組合の現況だけでなく、
不安に思っていることも教えて
いただくことができました。「組
合員さんのことを知る」には「会
話すること」が何より大切だと
感じた実習でした。

　このたびは貴重な農業実習を
体験させていただきありがとう
ございました。実習を通して食
べ物を作ることは難しく大変だ
ということがわかりました。農
作物を食べるときには、この実
習を思い出し、食べ物に感謝し
たいと思います。今後は、組合
員さんにより良い環境で農作業
に取り組んでいただけるよう努
力します。

　丘の里ヘルシーファー
ムでの農業実習は自分に
とってのプラスになるこ
とばかりでした。今後、
自分が仕事上で農家の
方々と直接会う機会とい
うものはあまりないかも
しれませんが、今回の農
業実習を忘れずに、自分
たちは組合員の方々のた
めに働いているというこ
とを胸に刻んで、これか
らの仕事に励みたいと思
います。

　丘の里ヘルシーファー
ムで６日間の農業実習を
させていただきました。
農作業だけでなく、組合
員の皆さまとお話をし
たこと、一緒にバーベ
キューをしたことなど、
全てが私にとって貴重な
経験となりました。今回
の実習で学んだこと、感
じたことを決して忘れず、
農家の方々のお役に立て
るような仕事をしていき
たいと思います。

販売部販売二課

山
やま

口
ぐち

　真
ま

里
り

奈
な

ＪＡ北海道信連

泉
いずみ

　尚
なお

弥
や

販売部経理課

近
こん

藤
どう

　舞
まい

ＪＡ北海道信連

黒
くろ

﨑
さき

　凌
りょう

馬
ま

施設部施設課　

児
こ

玉
だま

　翔
しょう

吾
ご

ＪＡ北海道信連

野
の

口
ぐち

　詩
し

織
おり

購買部農業機械課

高
たか

橋
はし

　拓
たく

也
や

NEW FACE

NEW FACE

NEW FACE

NEW FACE

JA北海道信連
美瑛で農業実習
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田
植
え
や
収
穫
な
ど
の
体
験
を
通
し
、

農
業
の
理
解
を
深
め
る
「
あ
ぐ
り
ス
ク
ー

ル
in
び
え
い
」
が
５
月
19
日
置
杵
牛
中
央

の
岡
崎
さ
ん
宅
の
圃
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
田
植
え
体
験
は
美
瑛
小
、
美
瑛

東
小
、
美
沢

小
の
各
５
年

生
約
80
名
が

参
加
。
初
夏

の
小
鳥
の
さ

え
ず
り
と
と
も
に
小
学
生
の
歓
声
が
こ
だ

ま
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
田
植
作
業
姿
で
田
ん
ぼ
に
入

る
と
動
き
も
不
自
由
で
思
わ
ず
転
ん
で
「
泥

ま
み
れ
」
に
な
る
児
童
も
お
り
助
け
を
呼

ぶ
光
景
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
何
と
か
作
業

も
終
了
。
Ｊ
Ａ
青
年
部
の
中
野
部
長
は
「
食

べ
る
こ
と
が
勉
強
や
運
動
の
基
本
で
す
。

　

田
ん
ぼ
は
貴
重
な
教
材

あ
ぐ
り
ス
ク
ー
ル
in
び
え
い

悪戦苦闘？　でもしっかり植えました。

お
米
を
美
味
し
く
食
べ
て
下
さ
い
。」
と
児

童
に
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

質
問
タ
イ
ム
で
は
「
機
械
で
植
え
た
場

合
こ
の
面
積
だ
と
ど
の
く
ら
い
の
時
間
が

か
か
る
の
？
」「
こ
の
面
積
だ
と
ど
の
位
の

量
の
お
米
が

獲
れ
る
の
？
」

「
た
ん
ぱ
く
の

低
い
米
は
ど

の
よ
う
に
し

て
作
る
の
？
」
な
ど
の
質
問
も
出
て
い
ま

し
た
。

　

な
お
、
今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、

11
月
13
日
の
美
瑛
小
地
域
参
観
日
で
の「
ジ

ャ
ン
ボ
巻
き
寿
司
」
作
り
で
、
一
年
の
稔

り
へ
の
感
謝
と
あ
わ
せ
、
食
と
農
へ
の
体

験
を
通
し
た
学
習
を
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

㈱ベイリッチランドファーム所有牛
（第 12 部３才シニアクラス）

　上川管内酪農家の飼養技術を競う、45 回目の上川ホ
ルスタインショウが４月 29 日、ホクレン中央家畜市場
で行われました。
　この日は自慢の“逸品牛”が集まり、各クラスごとに
14 部による審査が行われ、ジェネティクス北海道／道
東事業所の氏平健太郎氏を審査員として出陳牛に視線が
注がれました。注目のグランドチャンピオンには㈱ベイ
リッチランドファーム所有牛が輝き、同ファームからは
他にもインターミディエイトチャンピオン、同リザーブ
チャンピオンが選ばれました。
　また、ジュニアショウマンクラスでは上田雅樹さん所
有牛も一位に輝きました。

　

美
瑛
産
野
菜
を
使
用
し
た
ジ
ュ
ー
ス
が

開
発
・
商
品
化
さ
れ
ま
し
た
。
原

材
料
は
美
瑛
産
の
に
ん
じ
ん
、
と

ま
と
、
か
ぼ
ち
ゃ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
メ
イ
ン
に

道
産
の
り
ん
ご
、
メ
ロ
ン
、
国
内

産
の
レ
モ
ン
を
使
用
し
砂
糖
、
食

塩
は
無
添
加
で
素
材
の
味
を
大
切

に
し
た
「
逸
品
」
で
す
。

　

野
菜
の
香
り
も
良
く
コ
ク
が
あ

っ
て
み
ず
み
ず
し
い
と
好
評
で

す
。

　

美
瑛
選
果
本
店
に
て
先
行
販

売
し
て
い
ま
す
。
価
格
は
１
本

１
９
０
ｇ
入
り
２
３
０
円
（
税
別
）
で
す
。

主役は美瑛産野菜

写真提供：ホルスタインマガジン社
グランドチャンピオンに輝いた㈱
ベイリッチランドファーム所有の
「ベイリツチランドＢウインスパークスカーレット」

第 45 回 上川ホルスタインショウ

おめでとうグランドチャンピオン

～
畑
の
と
な
り
で

　
　

し
ぼ
っ
た
ジ
ュ
ー
ス
～

そ
の
名
も

!!

Ｖ
ｅ
ｇ
ｅ
ｔ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ　

Ｊ
ｕ
ｉ
ｃ
ｅ



7

第1109号　平成28年6月1日号　毎月1日発行
ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地
昭和45年３月５日 （第３種郵便物認可）

頼
み
ま
す
、
明
日
の
美
瑛
農
業

　
　

期
待
の
新
農
業
人
を
激
励

　農水省はこのほど２０１４年に発生した農作業中
の死亡事故者数を発表した。死亡事故件数は前年と
同じ３５０人。3 年連続の横ばいで毎年地方公共団
体や J Ａ組織が一体となって農作業安全確認運動を
実施しているものの、死亡事故の７割が農業機械で
の作業中に発生し、65 才以上の高齢層が８割強を占
めており事故の内容にも変化が見られないとしてい
る。
本町「農業機械協議会」も安全啓発や事故防止に係
る資材の補助など安全強化策を取り組んでいるとこ
ろであるが、念には念の安全対策が重要なことは言
うまでもない。
　農業生産基盤の要は「人」であり作業環境の安全
確保は地域営農の担い手確保にも欠かせない。
　2014 年の農作業死亡事故のうち農業機械での作
業による死亡事故は２３２件で全体の 66．３％。機
種別では乗用型トラクターの事故が 95 件と最も多
く、続いて農業用トラックに起因する農用運搬車で
32 件、歩行型トラクター 30 件となっており、これ
ら３機種で農作業死亡事故の 44．９％を占める。主
な原因は乗用型トラクターでは、機械の転落・転倒
が７５件と最も多く、挟まれ・ひかれ・機械からの
転落がそれぞれ 4 件となっている。
　農用運搬車によるものも約半数の 15 件、機械の
転倒・転落・挟まれが 8 件、ひかれが 5 件となった。
歩行型トラクターは約半数の 14 件が挟まれで、機
械の転倒・転落は７件、巻き込まれが６件となって
いる。その他作業中の事故では、稲藁焼却中の火傷
が 27 件、熱中症が 19 件、木など高所からの転落が
13 件となっている。
　年齢階層別では 65 歳以上の死亡事故は２９５件
で、前年比で 23 件増加し全体の 84．３％を占めて
いる。年代が上がるほど件数が増えており 80 歳以
上になると１４５件で全体の 41．４％を占める。男
女別では男性が３０５件、女性は 45 件となった。
　ひとたび死亡事故が起きてしまえば家族の失意は
測り知れず地域農業にも深刻な打撃を与えかねない。
勿論、無事故が一番であるが、労災などへの加入対
策も不可欠だ。

全国的に減らない農作業死亡事故
今年も安全第一で農作業を

　

美
瑛
農
業
の
未
来
を
若
い
皆
さ
ん
に
託

し
ま
す
。
53
回
目
の
新
農
業
人
激
励
の
集

い
が
５
月
６
日
、
Ｊ
Ａ
３
階
大
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
集
い
は
美
瑛
町
農

業
振
興
機
構
が
行
っ
た
も
の
で
、
熊
谷
組

合
長
、塚
田
副
町
長
、川
﨑
農
業
委
員
会
長
、

川
口
上
川
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
大
雪

支
所
長
ら
か
ら
、
農
業
を
担
う
若
い
皆
さ

ん
に
熱
い
エ
ー
ル
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

28
年
度
の
新
農
業
人
は
16
名
で
昨
年
と

同
人
数
、
男
女
別
で
は
男
性
６
名
、
女
性

10
名
が
新
農
業
人
と
し
て
就
農
す
る
運
び

で
す
。

　

激
励
の
集
い
は
主
催
者
の
挨
拶
や
副
町

長
か
ら
激
励
の
こ
と
ば
が
述
べ
ら
れ
た
あ

頼
み
ま
す
、
明
日
の
美
瑛
農
業

　
　

期
待
の
新
農
業
人
を
激
励

平成 28年度　美瑛町新農業人の皆さん
　熱い期待が寄せられています

と
、
熊
谷
組
合
長
か
ら
参
加
者
一
人
ひ
と

り
に
激
励
状
が
手
交
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
的
に
農
業
の
担
い
手
が
高
齢
化
す

る
中
、
全
体
就
農
者
の
１
６
８
万
人
の
う

ち
65
歳
以
上
が
占
め
る
割
合
が
63
％
。
30

代
以
下
の
就
農
者
は
わ
ず
か
５
％
に
す
ぎ

な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
美
瑛
町
農
業
を

持
続
的
な
も
の
と
す
る
た
め
に
は
若
い
就

農
者
の
定
着
は
不
可
欠
と
な
っ
て
お
り
、

参
加
者
に
期
待
の
エ
ー
ル
が
贈
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

氏　名 経　営　主　名

伊藤　史也 丘の里ヘルシーファーム

遠藤　俊貴 遠藤　和明

遠藤有香里 遠藤　和明

笠原　　希 笠原　信夫

菊地　啓一 本　人

菊地　　舞 菊地　啓一

白間　篤史 本　人

丹野　加代 丹野　　勉

照本　香織 照本　龍雄

中村詩央里 中村　俊之

藤田　有香 藤田　元弘

藤原　由恵 藤原　　豪

山本　陽一 本　人

山本亜寿紗 山本　陽一

岡崎　一佳 岡崎　賢輔

松原　幸司 松原　直巳

平成 28 年度　新農業人のみなさん
（五十音順　敬称略）
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畜産部 購買部

金融部

農業機械協議会
役　　職 氏　　名

会 長 沼 倉　  務

副 会 長 荒 川 博 彦

〃 村 形 博 教

監 事 佐 藤 賢 二

内 藤 洋 仁

理 事 日下部　  　守

〃 栢 木 敏 夫

〃 杉 山 直 人

〃 石 黒　　 誠

〃 藤 原　　 哲

〃 橋 本 大 輔

〃 安 藤 友 哉

〃 田 原 勝 彦

事 務 局 打 田 晴 美

年金友の会
役　　職 氏　　名

会 長 谷 口 健 三

副 会 長 江 花 一 治

〃 遠 藤 雄 治

理 事 古 村 眞 一

〃 鈴 木　　  平

〃 大 原　 正 美

〃 長 谷 川　　 清

〃 佐 藤 正 義

〃 平 間 敏 明

監 事 佐 藤 義 雄

〃 有 富 一 幸

事 務 局 江 花　　 彩

青年部
役　　職 氏　　名

部　　 長 中 野 隼 太

副 部 長    福 田 寿 行
常任理事 藤 原　　 要（ 組 織 ）

常任理事 松 村 義 昭
（ 営 農 ）

常任理事 松 原 幸 司
( 農協・農政 )

監　　 事 大 波 太 郎

ブロック長理事 管 野 豊 浩

〃 増 山 嵩 明

〃 平 松 勇 人

〃 佐々木　　　優

参 与 大 西 智 貴
上川青年部 本 山 忠 寛協 議 会 役 員

事 務 局 河 上 慶 太

報徳社
役　　職 氏　　名

社　　 長 浦 島 規 生

副 社 長    橋 本 正 和

〃 大 坪 正 明

理　　 事 山 本 賢 一

〃 米 田 浩 幸

〃 神 成 博 美

〃 村 上 聡 和

〃 佐佐木　正　勝

〃 平 川 正 昭

〃 中 村 俊 之

〃 菅 井 宏 和

〃 中 野　　 宏

監　　 事 丸 田　  潤

〃 野 村 祐 司

事 務 局 松 下 広 樹

酪農振興部会
役　　職 氏　　名

部 会 長    畑 中　  守

副部会長 菅 野　  誠

理 事 横 山 貴 泰

〃 浦 薫

〃 稲 川 利 昭

監 事 山 岸 敬 貴

〃 野 口 和 久

事 務 局 佐 藤　　 靖

乳牛検定組合
役　　職 氏　　名

組 合 長 嵯 城 裕 之

副組合長 上 田 雅 樹

理 事 稲 川 利 昭

〃 横 山 貴 泰

〃 浦 薫

監 事 田 代 大 樹

〃 佐々木　　　優

事 務 局 髙 橋 亨 枝

酪農ヘルパー利用組合
役　　職 氏　　名

組 合 長    道 藤 雅 弘

副組合長 岩 田 克 彦

理 　 事 山 井　　 恒

〃 水 口 征 人

監 事 野 田 幸 伸

〃 山 岸 敬 貴

事 務 局 佐 藤　　 靖

酪農婦人部
役　　職 氏　　名

部 長 野　田　美津子

副 部 長 山 岸 晴 美

理 事 餌 取 尚 美

〃 周　 東 奈 津 子

〃 大 原 陽 子

事 務 局 髙 橋 亨 枝

フレッシュミセス会
役　　職 氏　　名

会　　 長 藤　原　よしみ

副 会 長    飯 原 沙 織

書　　 記 藤 田 絵 理

監 事 中 澤 明 美

事 務 局 大 谷 菜 月

女性部
役　　職 氏　　名

部　　 長 坂 田 友 子

副 部 長    江 花　　 恵

書　　 記 鹿 島 春 美

監　　 事 高 橋 千 里

事 務 局 大 谷 麻 衣

とまと生産部会
役　　職 氏　　名

部 会 長    中 村 俊 之

副部会長 寺 口 方 水

〃 大 井 徳 和

理　　 事 野　村　浩太郎

〃 吉 岡 紳 一

〃 下 司 和 広

〃 久保倉　克　典

〃 代 田 康 宏

〃 鴻 上 昌 宏

〃 庄 野 美 桂

〃 横 山　　 工

監　　 事 松 原 直 巳

〃 内 藤 洋 仁

事 務 局 江 花 光 春

百合根生産部会
役　　職 氏　　名

部 会 長    藤 原  　 哲

副 部 会 長 照 本 剛 剰

理　　 事 遠 藤 和 明

〃 小 泉 哲 也

監　　 事 佐 渡 志 郎

〃 平 間 初 美

事 務 局 江 花 光 春

長葱生産部会
役　　職 氏　　名

部 会 長    安 東 儀 法

副 部 会 長 山　崎　裕一郎

監 事 佐 藤 公 信

事 務 局 河 上 慶 太
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営農部
麦作生産部会

役　　職 氏　　名

部 会 長 増 山 敏 之

副部会長 山 本 賢 一

〃 堀 内 豊 幸

理 事 木 川 政 信

〃 木 内　　 進

〃 大 西 啓 友

〃 大 西 高 資

〃 長谷川　　   宏

〃 富 永 文 夫

〃 松 本 真 一

〃 森 島 宏 和

〃 高　橋　惣四郎

〃 渡 辺 武 志

〃 木 本 盛 育

〃 菅 原 誠 一

〃 坂 口 利 光

〃 鈴 木 茂 美

〃 佐 藤 章 憲

〃 西 條　　 誠

監 事 鈴　木　福太郎

〃 大 森 里 司

事 務 局 松 下 広 樹

豆作生産部会
役　　職 氏　　名

部 会 長     喜 多 順 一

副部会長 山 崎 智 明

〃 佐 藤 一 隆

理 事 村 形 泰 之

〃 佐 藤 俊 光

〃 藤 田 直 幸

〃 中 西 文 則

〃 増 山 照 実

〃 林     　大　祐

〃 浦　　　孝　弘

〃 墫　 野　    豊

〃 熊 谷 寛 樹

〃 平 間 貞 男

監 事 有 富 友 昭

〃 藤 田 真 章

事 務 局 江 花 光 春

稲作生産部会
役　　職 氏　　名

部 会 長     長谷川　勝　洋

副部会長     通  　 明 秀

〃 村 井 隆 之

理 事 大 島 一 之

〃 藤 田 猛 夫

〃 山　崎　裕一郎

〃 谷 本 憲 一

〃 荒 川 博 彦

〃 稲 場 敏 之

〃 友 田 秀 俊

監 事 早　坂　日出二

〃 中 農 博 之

事 務 局 松 下 広 樹

北西地区生食加工馬鈴薯団地
役　　職 氏　　名

会 　 長 浦 島 貴 之

会　　 計 佐 藤 昌 敏

監　　 事 田 嶋 知 樹

事 務 局 眞 鍋 啓 太

豆採種生産部会
役　　職 氏　　名

部 会 長 松 家 貴 宏

副部会長 西 野 正 史

〃 末 岡 幸 一

理 事 小 口 元 範

監 事 酒 本 徳 志

〃 佐 藤 晋 一

事 務 局 江 花 光 春

馬鈴薯生産部会
役　　職 氏　　名

部 会 長    菅　 野　  　 恵

副部会長 鈴 木 茂 美

〃 増 山 勝 範

〃
（種子部門） 打 田 佳 史

次 長 入 江 光 彦

〃 浦 島 貴 之

〃
（種子部門） 岩 織　　 清

理　　 事 富 永 文 夫

〃 大 波 充 宏

〃 斉 藤 幸 一

〃 中 澤 誠 博

〃 及 川 健 司

〃 成 瀬 友 洋

〃 小 口 元 範

〃 高 林 信 行

〃 佐 藤 昌 敏

〃 藤 原　　 哲

〃 齊 藤　　 渉

〃 白 田 安 弘

〃 佐 藤 信 夫

〃 佐 渡 志 郎

監 事 黒 澤 直 也

〃 遠 藤 和 明

事 務 局 眞 鍋 啓 太

種子馬鈴薯生産組合
役　　職 氏　　名

組 合 長    打 田 佳 史

副組合長 岩 織  　 清

総務部長 馬 場 英 之

幹　　 事 国 分　  満

〃 鈴 木 隆 之

〃 加 藤 裕 昭

監　　 事 堀　内　豊　幸

〃 千　葉 　信　義

防疫補助員長  馬場英之（兼）

防疫補助員  石 黒　　 誠

〃 堀 内　　 秀

〃 坂 上 善 彦

〃 鈴 木 隆 之

〃 打田佳史（兼）

〃 岩 織　 清（ 兼 ）

事 務 局 眞 鍋 啓 太

白金アスパラガス生産部会
役　　職 氏　　名

部 会 長    横 山 茂 弘

副部会長 丹 野　   勉

〃 佐 藤 友 昭

理　　 事 内 藤 洋 仁

〃 太 田　 　 收

〃 石 原 啓 吾

〃 近 藤 富 治

〃 山 崎 岳 史

監　　 事 白 木 祐 二

〃 佐 藤 信 夫

事 務 局 松 下 広 樹

ニンジン生産部会
役　　職 氏　　名

部 会 長    小 原 和 彦

副部会長 柿 崎 紀 宏

理　　 事 竹　  宣 博

監　　 事 北 村 里 志

〃 齊 藤    渉

事 務 局 河 上 慶 太

メロン生産部会
役　　職 氏　　名

部 会 長    渡 部 博 之

副部会長 佐 藤 祐 樹

理　　 事 柿 崎 紀 宏

監　　 事 村 上 寿 裕

事 務 局 河 上 慶 太

大根生産部会
役　　職 氏　　名

部 会 長    永 　  英 樹

副部会長 栁 原 孝 泰

監　　 事 井 澤 利 文

事 務 局 江 花 光 春



【全体運】フットワークが軽くなりそう。興味のあ
ることには、意欲的にトライしてみましょう。旅
行も大賛成！

【健康運】小まめに運動をすると、体力アップ効果大
【幸運を呼ぶ食べ物】エダマメ

【全体運】部屋の片付けをしたり、趣味や好きなこ
とを楽しんだり、ゆったり過ごして。じっくり情
報を集めるのにも最適

【健康運】自然体が一番。徹夜などの無理は避けて
【幸運を呼ぶ食べ物】オクラ

【全体運】新しいことを始めるのに向いています。
温めていたプランを実行に移してみて。未体験
ジャンルでも成功の兆し

【健康運】オーバーワークにご用心。ほどほどが正解
【幸運を呼ぶ食べ物】イワシ

【全体運】気配り上手を目指すことで、つきが巡っ
てくる星回り。持ち前の面倒見の良さを生かし
て。鏡を磨くのも開運に

【健康運】何か運動を始めると、上達が早く刺激に
【幸運を呼ぶ食べ物】アンズ

【全体運】人脈を広げるチャンスです。飲み会や
レジャーの誘いには気軽に応じて。美術館巡り
も良い刺激に

【健康運】うっかりしがち。慎重な行動を心掛けて
【幸運を呼ぶ食べ物】ピーマン

【全体運】自分の殻に閉じこもりやすくなる気配。
周囲の意見に耳を傾け、柔軟性を発揮しましょ
う。読書で気分転換を

【健康運】有益な健康法を発見。元気に過ごせそう。
【幸運を呼ぶ食べ物】ミョウガ

【全体運】行動力がアップする時期。過去に駄目
だったことへの再トライも成功率は高め。海外
に興味を持つのもラッキー

【健康運】食生活の見直しを。栄養バランスが大事
【幸運を呼ぶ食べ物】トマト

【全体運】物事を悪い方に考えてしまいがち。意
識的にプラス思考を心掛けて。ヒーリング音楽
を聴くとリラックス効果大

【健康運】疲労をため込まないよう、休息が必須
【幸運を呼ぶ食べ物】サンショウ

【全体運】コロコロ意見を変え、印象ダウンを招き
やすいかも。気まぐれな言動は厳禁です。運気回
復には花を飾るのが◎

【健康運】不規則な生活リズムを改善すれば、好転
【幸運を呼ぶ食べ物】サクランボ

【全体運】心理的に不安定になりやすい月。不平
不満や愚痴が増え、運を落とす結果に。笑顔キー
プが好運の鍵になります

【健康運】ストレッチを習慣にすると体調に好影響
【幸運を呼ぶ食べ物】シソ

【全体運】気の合う仲間たちとにぎやかに過ごす
のに良い期間。レジャーを満喫することで、自然
と運も上向くはず

【健康運】笑いのある生活がストレス解消の秘訣（ひけつ）に
【幸運を呼ぶ食べ物】アナゴ

【全体運】ささいなことでいらいら気味。周囲の欠
点に目が行きやすいので、長所を見るようにして。
気晴らしには料理が吉

【健康運】スポーツを楽しむことで体の調子アップ
【幸運を呼ぶ食べ物】シシトウ
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●カツオのソテー・バルサミコ風味●

⑴カツオは水気を拭き取り、1.5cm 厚
さに

切り、白ワイン・塩・こしょうを振る。

⑵キウイとミニトマトは 5ｍｍ程度に切
り、

バルサミコ酢・レモン汁・塩・こしょう
・

ＥＶオリーヴ油を合わせた中に入れる。

⑶フライパンにＥＶオリーヴ油（分量
外）

を少々熱し、カツオの水気を取り両面
1

分弱ずつ焼く。

⑷器に盛り付け⑵のソースを掛けハー
ブを

添える。
刺し身用生カツオ…………1 さく
キウイ… ………………………1 個
ミニトマト   …………………4 個
レモン汁…………………小さじ 2
塩 ………………………………適量

こしょう………………………適量
白ワインか酒……………小さじ 2
バルサミコ酢……………大さじ 1
EV オリーヴ油 …………小さじ 1
ハーブ（チャイブやディル）……少々

　うま味たっぷりのカツオをサッと焼き、フレッシュなバルサミコ
ソースとお魚の味を引き立てるハーブを添える、いつもと一味違う
カツオ料理です。お好みでソースにニンニクを加えても美味です。

（3 人分）

2皿で完結！　和のラクうま定食
冨田ただすけ 監修
■定価 1,404 円（税込）
どんぶりや混ぜご飯などの「ご
飯もの」に汁ものか副菜を添え
たら完成する、和の簡単定食。
野菜をしっかり使うから栄養バ
ランスがいい。忙しくても一人
でもきちんと食べたい人に。食
材を食べ切る工夫も満載。
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お詫びと訂正

FARM LAND からのお知らせ

☎ 92-3455

アロックポイントシステムの
リニューアルについて

　平成 28 年４月２１日より、アロックポイントシステ
ムの内容がリニューアルされ、
　１ポイント１円として、給油所お会計時にご利用出来
るようになりました！
　また、４月２１日以降は、カード内のポイントが２００
ポイントに到達しても、景品交換レシートは発行されま
せんので、ご注意下さい。

※現在お持ちの景品交換レシートは、通常通り交換出来
ます。また、カード内のポイントとレシートを合わせて
景品と交換も可能です。
※４月２０日までのポイントについては、新システムへ
移行させて頂きます。
※配送燃料代金、ガス料金等のお支払いにはご利用頂け
ません。

ホクレン北町給油所　☎ 92-2157

全道のホクレンＳＳでポイントが貯まります！
（一部取り扱いの無いＳＳもあります）
　詳しくは、給油所スタッフまでお問い合わせ下さい。

　コンバインの性能を１００％引き出すため、また、営農
コスト低減の為に研修センターではコンバイン刈刃の刃研
ぎを受け付けています。この機会にお申し込み下さい。
　なお、受付は随時おこなっておりますが遅くなると使用
時期に間に合わない場合がありますので、お早めにご持参
下さい。

自脱コンバインの刃研ぎをこの機会に

研修センター　☎ 92-0588

参考料金（税別） 従来品 新型（ダブルアクション）
４条刈 ７，０００円 １０，０００円
５条刈 ９，０００円 １２，０００円
６条刈 ― １５，０００円

　美瑛町農業機械協議会では、平成 28 年度の負担金を次
の通り徴収させていただきます。

◎徴収額　１戸当たり　個人　500円　法人　2,000円
◎徴収日　６月24日付　（クミカン又は貯金より引落し）

農機協の負担金について

研修センター　☎ 92-0588

　『丘の大地』平成 28 年 5 月 1 日号折込において、 
　ＪＡびえい ほか 電話・ＦＡＸ番号一覧表のうち、  
　農業機械課（研修センター）のＦＡＸ番号に誤りが
　ありましたので、お詫びし、訂正致します。

獣害対策に！
　天然狼の尿の臭いが鹿・熊などの
動物の本能を刺激、忌避効果バツグ
ン！テレビでも取り上げられた人気
商品です！
　効果はおよそ１ヶ月程度持続。
　電牧と併用すれば更なる効果が期
待できます！
　季節商品ですのでお早めに！

kihi ﾊﾟｯｸ
　昨年より販売し一部の地域で好評
を得ました。
　鹿が一度入った場所には効果が薄
れますが進入していないところには
最適です。
　2 ～ 3 メートル置きにおいてくだ
さい。

※電牧の相談も受け付けております。お気軽にご来店ください！

オオカミバリア 400cc

　8,435 円 ( 税込 )

20 袋入り

忌避パック
12,960 円（税込）

訂正前 92-3488

訂正後 92-3914
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ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地
昭和45年３月５日 （第３種郵便物認可）

研修センター　☎ 92-0588
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第1109号　平成28年6月1日号　毎月1日発行
ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地
昭和45年３月５日 （第３種郵便物認可）

▶　「苗半作」と呼ばれるほど育苗から定植までの期間は大切な農作業期で、
日毎の天候に一喜一憂しながら大車輪の蒔付け作業が進んだ。なんとか好
順な天候に支えられ、安堵の思いと順調な生育を願わずにはいられない。
　道農政事務所は 27 年産の小麦収穫量を公表。大部分の市町村が前年度
を大きく上回る実績を挙げている。秋まき小麦の反収トップは小清水町で
なんと８０２㌔、春まき小麦は音更町の４９９㌔。小麦生産において悲願
の１㌧獲りは目前で、遠い夢ではない。美瑛町も春まき小麦の収穫量は２，
８２０㌧で全道５位。念願のトップ 10 入り。今年も期待に反しない豊作
年となってほしい

742 人

1,859 人

237 億 6 百万円

65 億 15 百万円

 10 億 99 百万円

39 億 34 百万円
※百万円未満四捨五入  

（平成 28 年 4 月末）

発生件数　　2 件（ 5 件）　《 4 件》
　　負傷　　2 人（ 5 人）　《 4 人》
　　死亡　　0 人（ 0 人）　《 0 人》

（　）は 28 年度累計　《　》は昨年同期累計

（5月 20日現在）

6

1日（水）　クールビズ（～9月30日まで）

7日（火）　酪農・養豚合同獣魂祭

11日（土）　北西地区運動会

12日（日）　びえいヘルシーマラソン

15日（水）　招魂祭 (ＪＡ臨時休業 )

　21日（火）　とまと消流懇談会

平
成

28年
6月

1日（
毎

月
1回

発
行

）
昭

和
45年

3月
5日

第
3種

郵
便

物
認

可
毎

月
1日

発
行

1109
熊

谷
留

夫
総

務
部

　
　

第13回理事会　4月5日（火）
■議案審議事項
議案第１号　平成 28年度役員報酬の決定について
・原案どおり承認されました。
議案第２号　退職理事に対する退職慰労金の支給方法および支

給時期について
・原案どおり承認されました。
議案第３号　名誉組合員に対する年金額の決定について
・原案どおり承認されました。
議案第４号　行政庁に提出する業務報告書について
・原案どおり承認されました。
議案第５号　販売業務規程の一部変更について
・原案どおり承認されました。

■
Ｊ
Ａ
び
え
い
農
業
セ
ン
タ
ー
外
装
工
事
中

　

Ｊ
Ａ
び
え
い
農
業
セ
ン
タ
ー
は
只
今
、
外
装

工
事
中
で
す
。
工
事
期
間
中
ご
不
便
を
お
か
け

し
ま
す
が
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま

す
。

■
Ｊ
Ａ
び
え
い
農
業
セ
ン
タ
ー
ト
イ
レ
改
装

　

ご
利
用
の
皆
さ
ん
の
快
適
な
ご
使
用
に
向
け

て
改
装
中
で
し
た
１
階
ト
イ
レ
が
新
装
と
な
り

只
今
、
Ｊ
Ａ
び
え
い
ド
レ
ス
ア
ッ
プ
中

　
　

快
適
！
一
階 

ト
イ
レ　

新
装
に
な
り
ま
し
た

ま
し
た
。
男
性
用
個
室
は
４
つ
、
小
便
器
が
５

つ
。
女
性
用
は
５
個
室
に
子
供
用
の
小
便
器
１

つ
の
ほ
か
「
お
む
つ
」
替
え
コ
ー
ナ
ー
も
設
備

致
し
ま
し
た
。

■
乳
検
事
務
所

旧
オ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
正
面
に
移
設（
中
町
）

　

Ｊ
Ａ
裏
（
旧
荷
捌
所
）
で
事
務
所
を
備
え
て

お
り
ま
し
た
「
乳
牛
検
定
組
合
」
は
農
業
機
械

課
／
オ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
正
面
の
旧
農

業
機
械
課
事
務
所
へ
移
転
し
ま
し
た
。

■
閉
店
／
三
菜
食
堂

　

長
ら
く
ご
愛
顧
い
た
だ
い
た
三
菜
食
堂
の
閉

店
に
伴
い
、
新
た
に
「
美
瑛
彩
レ
ス
ト
ラ
ン
な

ご
み
の
森
厨
房
」
が
６
月
６
日
の
開
店
予
定
に

向
け
て
改
装
中
で
す
。
こ
れ
ま
で
と
ひ
と
味

違
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
が
提
供
さ
れ
ま
す
。
詳
細
は

次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

移転した乳牛検定組合

1階女子トイレに新設された
小児用トイレ／おむつ替え台


